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宝塚市長を辞して 

         元宝塚市長 正司泰一郎先生 

 

60周年式典に出席して感銘を受けました。他の婦人団体にも出席しま

すが、この会は少し違って、皆様が輝いてお元気に活躍されて素晴らし

いことです、高齢者もおられて立派です。 

 

平成 3 年～15 年、12 年間の宝塚市長をやめて 8年が経ちました。在職中も辞してからもずっと思っ

ていることは沢山ありますが、その中の 1つ「美しい街づくり」についてお話したいと思います。私は

従来より街や人の暮らしに興味があり、好きでした。 

市長選の時の公約は 

   ① 一流の都市を目指そう ② 市民が主役 ③ インフラ整備を急ごう の３つでした。 

 宝塚は昭和 29 年誕生の新しい町で、歌劇のお陰で全国的に有名でイメージが良くて、年に 230 万人

が宝塚歌劇の生の舞台を見ています、これは世界で類を見ません。歌劇の「夢の舞台」が宝塚の町とオ

ーバーラップして（ex．西宮市＝甲子園球場 宝塚市＝宝塚歌劇）、皆さんは素晴らしいイメージを抱

いて宝塚に来られるが、実際はそうではなかったのです。 

 

日本は、 

敗戦で貧しい国（三等国）というイメージで昭和 33 年頃でも闇市があり、人々の暮らしに差があ

りました。その後昭和 39 年のオリンピックによって外貨事情が良くなり、次第に豊かになり評価は

次第に上がってきましたが、地位も生活もまだ低レベルでした。世界 80 カ国を廻ってヨーロッパや

アジア各国を見てきましたが、帰国して「豊かになったにも拘らず美しくなれないのか」と痛感して

いました。駅前風景はどこも一諸で、綺麗に整然としているが美しく魅力的ではない。反面、世界に

はお金は日本ほど無くても美しい街があります。お金を持っただけでは人は尊敬されません。日本は、

豊かさを物で計っていたのです。 

世界は 

経済大国になるとその豊かさの証しを、例えばフランスの美しい街、英国一福祉国家、アメリカ一

映画産業のように、示しています。 

 世界の観光国は、1位フランス 2位アメリカ 3位スペイン 4位中国・・・・33位日本です。 

お金を持った先進国は人々を惹きつける素晴らしい街や文化を創り上げましたが、日本は中央で一

律の基準（前例 踏襲 横並び 平等主義）を画してしまい、明治以降責任をとらないという制度に

なってしまっていて、つまり、閣議は全員一致でないと決まらない、誰が決めたのかわからない。従

って誰も責任をとらない。このような制度は、悪いところがいっぱいあるので改革しなければなりま

せん。 

 

「美しい街をつくる」 

 美しい街づくりは、つくる側に見識がなくてはできません。お金も手間もかかるし、ひと任せでは良

い街はできません。1889年、日本人の個人所得は世界ナンバー1でした、この間にもっとやるべきだっ

たと思います。もうこれからは良い街はできないかもわかりません。（空港 90．大きな橋 3ありますが・・） 
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宝塚では震災後、都市設計と街のデザ

イン（交番所・街灯などなど）を組織に

依頼しましたが、他に 20人のデザイナー

を選びました。この時首長がやろうと思

えばかなりのことができると思ったし、

できました。未来の国を考えると、美し

い街づくり・国づくりが非常に大切です。 

 

日本の国は、停滞していくのか、もっと悪くなっていくのか……、希望が持てない時代になるのでは

ないか……現在と江戸時代末期がよく似ています。日本人のセンスが最も磨かれた時代で（ex．漆器の

文化・農機具の高いデザイン性）、明治時代は世界でいちばん美しい国でした。（日本女性の美しさ＝小

泉八雲の結婚）、もう一度美しい国にしたい。 

 

これから  

・ガーデニング……塀で囲んで人に見えないガーデニングをやめ、塀を取り払って美しさを皆で共有す

る（ex．北海道 恵庭市）。そうすれば人と人の関係が深まりコミュニティづくりになる。 

・世界のトップランナーとしての自覚……これから一人所帯が多くなる。高齢者はお金持ちで技能があ

る。人間関係も豊富、何もしないでいるのは日本にとってマイナスである。 

・温暖化・エネルギーの枯渇問題……前世紀は 0.8℃上昇、今世紀は 3℃～5℃の上昇。ヨーロッパは 100

年に 1度の極寒。オーストラリアは雨量が多く炭鉱の 4割が水没（20年間使えない）。日本といえば

石油の 98％を中近東に頼っている。日本の農業は石油・石炭がなくては大問題、対策が必要である。   

・大陸は水不足（中国の黄砂）。中国やインドなどは食塩問題。 

しかし 

日本は長期的にみると衰退しないと思う。人口は今世紀未には 6千万人の小国になる（明治時代は

3千万人）。農業技術の発展（ex，糞尿を肥料にする技術＝岐阜市）によって、6千万人になっても食

べていける。 

  

そこで人生 4分割を提案したい。 

①学ぶ期間、②働く期間、③リタイア一期間、④その後の 10

年間は農業・林業をする。IT 企業などによる精神障害者は 280

万人いるが、今後まだ増える。しかしこれらの人を自然にかえし

てやれば元に戻る。日本人は究極的に日本伝統の中で生きられる

という思いを強く持てば乗り切れる。一度危険な目にあったほうがその気になって頑張れる。 

原子力発電を使用するとウランの捨て場所がないので太陽エネルギーの更なる技術革新が必要

である。太陽エネルギーは山で集める。（日本は国土の 50～60％が山）。現在水を利用した小さな

発電が出来ている＝水車発電。水車発電によって水素プラントを作り水素エネルギーに換える。 

∴ 長期的に見れば日本は食べていける。 

世界では、一方で人口増加国がある中で日本は減っている。今後を考えると HAPPYと言えるの

ではないでしょうか。（文責 河野）                          


